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⑲ 1958 „Araki Torasaburō und Arima Raikichi“, 『甲南大学文学会論集』7, S. 114.
⑳ 1968 „Einführung in Bashô’s Kunststil“,『甲南大学文学会論集（ユーバーシァール教授追悼論文集）』37, S. 1
23（1935 Bashô und sein Tagebuch “Oku-no Hosomichi” の本論再録）.
表１ Ueberschaar, Johannes（Hans）の研究業績


























































































































































































































年 月 日 内 容















⑦1915年 1 月 6 ～10日 ユーバーシャル博士が戻ってくるまで，将校のところで通訳。ユーバーシャルが講義をしている間，
ヴェルダーは熱心に合唱の練習をする。僕も「猟兵の別れ」を一緒に歌う
資料：ハインリヒ・ハムの日記 ［カール・ハム 2003：10］
⑧ 1 月 7・12日 夜には講演。演題「日本の教育」ほか 資料：［エーリッヒ・カウル 2001］
⑨ 1 月19日 講演。演題「日本の産業と繊維工業」 資料：［エーリッヒ・カウル 2001］
⑩ 1 月23日 「日本の鉱業と精錬業」 資料：［エーリッヒ・カウル 2001］
⑪ 1 月26日 「家内工業について」 資料：［エーリッヒ・カウル 2001］
⑫ 1 月29日 「日本の家内工業」についての続き 資料：［エーリッヒ・カウル 2001］
⑬ 2 月 2 日 「商業，陸軍，海軍に関する日本について」の講演終了 資料：［エーリッヒ・カウル 2001］
⑭ 5 月14日～ 夜，ユーバーシェール博士による新しい講演。演題「ドイツ国家学の概論と入門」ほか
資料：［エーリッヒ・カウル 2001］
⑮ 5 月 2 ～22日 ユーバーシャル博士の指揮で演劇部ができ，「ワレンシュタインの陣営」を稽古中だ。他の同志と一緒
にヴェーデマイアーの英語の授業に出席 資料：ハインリヒ・ハムの日記［カール・ハム 2003：15］
⑯ 6 月 4 日 夜は講演。演題「英独間の国家概念の違いについて」 資料：［エーリッヒ・カウル 2001］
⑰ 6 月11日 夜は講演。演題「君主の権力と国王大権」 資料：［エーリッヒ・カウル 2001］
⑱ 6 月18日 夜は講演。「君主の大権，王位継承と連邦議会」 資料：［エーリッヒ・カウル 2001］
⑲ 6 月17～31日 「ワレンシュタインの陣営」が上演できない，とクーロから聞いた
資料：ハインリヒ・ハムの日記［カール・ハム 2003：16]
習志野俘虜収容所










㉔ 11月 1 ～12日 クーロ氏はユーバーシャル博士の講演の後で，天皇戴冠祭のため西郷中佐が10日休暇だと発表した（つ
まり僕もそれまで部屋がもらえないということだ）
資料：ハインリヒ・ハムの日記［カール・ハム 2003：19］
㉕ 12月17日 講演「日本の教育」 資料：［エーリッヒ・カウル 2001]
㉖1916年 1 月 8 日 講演「日本の学校」 資料：［エーリッヒ・カウル 2001]
㉗ 1 月14日 講演「世界大戦下の日本の地位について 駐英大使大隈とその弟子タカトーについて」
資料：［エーリッヒ・カウル 2001]
表 3 俘虜の日記にみるユーバーシャール（講演その他）







戦争の講演（1916年 5 月 5 日）25），ヒンデンブルクの
会戦の講演（1916年 6 月21日）26）もあった。1917年10
㉘ 1 月21日 講演「ドイツ人と日本人の精神的な違い」 資料：［エーリッヒ・カウル 2001］
㉙ 2 月11日 講演「ドイツ人と日本人の相違」 資料：［エーリッヒ・カウル 2001］
㉚ 2 月 8 日～
27日
ユーバーシャール博士の講演「日本人の目立った特徴，中でも脚がまがっていて内股であることについ
て」 資料：C. フォーゲルフェンガーの日記［習志野市教育委員会 2001：152］




32 3 月24日 今晩は，また講演会が催された。話題は「さまざまな日本の男たちについて」だった。その他に，西郷
という名前についても語られた。今の我々の西郷の父親について，我々は初めて知った
資料：C. フォーゲルフェンガーの日記［習志野市教育委員会 2001：152］
33 3 月31日 講演「日本の憲法について」 資料：［エーリッヒ・カウル 2001］



















































































































































































































































































人々がいた［読売新聞1919年 7 月 9 日］。さらに12月
から翌 1月にかけてほとんどの俘虜が解放された。ワ





















































































































































































































































































































































































































































































































































写真５ 台湾ボガリ社にて（1927年 3 月ユーバー
シャール撮影）
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を率いている93）。正午神戸出発，翌朝 5時門司着，昼
出航，船中 2泊で 7日午後 3時基隆着と 3泊 4日で到
着した。1919年の『航路案内』では94），神戸を正午出
発，翌午前 8時門司港着，午後 4時門司港を出て 3昼



















































































































































テルの日本での足跡」にも「früher Professor für Ja-
panisch an der Universität Leipzig」［表 1⑱：99］，す
なわち「元ライプツィヒ大学日本学教授」とある。一
方，ライプツィヒ大学の教授カタログには，19321937
planmäßiger außerordentlicher Professor für Japanolo-
gie an der Philologisch-Historischen Abteilung der Phi-


















































































































































する？／in meinen Händen私の手の中 で／Es sind
wie Sie sehenそれは見ての通り／drei kleine Steine

















































































































































6）Worm, H. 1994 Japanologie im Nationalsozialismus.
Ein Zwischenbericht, G. Krebs / B.Martin（Hrsg.）
Formierung und Fall der Achse Berlin-Tōkyō. Monogra-
phien aus dem Deutschen Institut für Japanstudien der
Philipp -Franz-von-Siebold-Stiftung 8, S. 153186 ; Bieber,
H. J. 2014 SS und Samurai. Deutsch-japanische Kultur-
beziehungen 19331945, Monographien aus dem Deu-
tschen Institut für Japanstudien, B. 55 ; Law, Ricky W.
2014 Knowledge is Power : the Interwar German and
Japanese Mass Media in the Making of the Axis, Bulle-
tin of the German Historical Institute 54 : 2747 ; Law,
Ricky W. 2019 Transnational Nazism: Ideology and Cul-














































































34）前掲 5）習志野市教育委員会 2001，p. 89







































































75）Florenz, K. 1898/99 Formosanische Volkslieder, nach
Chinesischen Quellen, Mitteilungen der Deutschen Ge-





























































南大学国際言語文化センター紀要）』6，p. 12 ; 岩本晢
2008「ヨハネス・ユーバーシャール博士（明治18年～
昭 和40年）―大 阪・神 戸 で ド イ ツ 語 教 育」『Die
Brücke』 1月号 日独協会，p. 5 ; 井上純一 2009「三
人のボーネル兄弟の日本―牧師館の子 Hermann Boh-
ner（2）」『「青島戦ドイツ兵俘虜収容所」研究』7, p.












































しく，前掲108）1970, p. 102 にその名があがる。Schin-
zinger, R. 1981 Aus meiner OAG Mappe－Weihnacht-
sansprachen in Tokyo - , Deutsche Gesellschaft für
Natur- und Völkerkunde Ostasiens-OAG-, S. 26 ; 前掲
104）井上，p. 69
125）井上純一 2012「ヘルマン・ボーネルと戦争の時代
―牧師館の子 Hermann Bohner（5）」『青島戦ドイツ
兵俘虜収容所研究』10，p. 126, なお，井上が本論の
注43）p. 124で「まだ確認できていない」と記してい
るボーネルが「抜けまいり」の紹介に用いた早稲田大
学の Nishimura Masatsuguの論文「群集心理―御蔭
参り」（1927）は，日本文化史や古代船舶史の研究
しん じ
者・西村真次 1927『民俗断篇』磯部甲陽堂，pp. 6590
の章のことであろう
126）上掲125）井上，p. 126
127）前掲110）甲南学園50年史出版委員会（編）p. 117
128）出口晶子 2016「平生釟三郎の「常ニ備ヘヨ」―日
記の沈黙と水害記念帳」『甲南大学総合研究所叢書』
127：99124
129）伊藤忠兵衛 甲南学園創立50周年「ヨキコト ハ
サカエル」https://www.konan-u.ac.jp/100th/greeting/
index.html【2020年12月 2 日閲覧】
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